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であったが二〇一六年第１四半期には一〇・九％に上昇している。これま 消費増加を下支えしてきた個人向け融資額も、名目伸び率は二〇一四年に前年比一〇・九％増であったものが二〇一五年は〇・四％増と実質でマイナスを記録した。　
総固定資本形成の不振の要因は、





輪を目前に、経済は内外の期待を大きく裏切る結果になった。しかし今から振り返ると、ブラジルへの期待値に対する実態経済のかい離は、 「黄金の一〇年」 呼ばれ始めた二〇一二年頃から皮肉にも明らかになってきたようにみえる。事実、二〇一 年の経済成長率は、政府が数々の景気対策を実施したにもかかわらず、当初予想されていた三％台を下回る一・九％に低迷した
⑴。当時の政府は景気悪化







策では利下げす 一方、物価上昇を抑えるため電気料金の半ば強制的な引き下げ、基礎食料・生活用品の減税を行っ 。これらは少しでも経済の減速を抑えマクロ経済の安定を維持しようと政府が試みたもの ある。しかし結果として問題を包み隠す短期的な効果しかなく、さらにこれら 対応が財政
収支悪化や現状の高いインフレ率につながり深刻な事態を招いた。　
そもそも景気変動の波を考えれ
ば上昇期の後には下降期を迎えるものだ。特 設備投資のサイクルとされるジュグラー循環に照らせば、二〇〇〇年代前半からおよそ一〇年の歴史的な景気上昇サイクルの後の下降は、ある意味で自然な結果と捉えることもできる。一方でブラジルは以前より複雑で過重な税制や硬直的な労働法 インフラ不足など「ブラジルコスト」と称される構造的な問題を抱え、経済成長を阻む一因に指摘されてきた。これらを踏まえれば、今経済を深刻化させた根本的な要因は、政府が構造的な問題にメスを入れないまま景気の下降期を迎 、そこで短期的な対応、つまり過度な経済介入や景気対策に終始してしまった とにあるのではないか。これを好意的に捉えれば、ルセフ政権は空に飛び立つリオのキリスト像のイメージや 「黄金の一〇年」に象徴される、国内外のブラジルに対する期待に応えようとしたのかもしれない。　
本稿のテーマである五輪にちな
んでスポーツ選手で例え と、期待に応えようとす ば選手は試合
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